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2026 年度（令和8年度）
「九州応用地質学会研究助成」申請書

令和　年　月　日
九州応用地質学会
会長 池見 洋明 様
貴会の「研究助成」を受けたく，別紙のとおり申請いたします．

研究課題名 例）●●に関する基礎的研究　　　　　　

応用 (おうよう)　太郎 (たろう)
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ふ り が な
申請者氏名　

㊞	（満35才）

最終学歴　　例）●●大学大学院●●研究科　　　　　
所属機関名 例）●●大学●学部　　　　　　　　　　

所属部署	●●研究科　　　　　　　　　　　　　　　

職名／学年（学生の場合） 	
住	所	〒123-4567
　　　　　　福岡県福岡市●●区●●

TEL	092-111-1111                                             
E-mail	oyotaro@geo.ac.jp                                     




研究課題記入用紙
	１．研究課題名
  例）●●に関する基礎的研究

	２．研究課題のキーワード（研究内容に最も相応しいキーワードを３つ）
キーワード ①：スメクタイト
②：吸水膨張
③：室内岩石試験

	３．研究目的と期待される成果

	記載例）岩石中に含まれるスメクタイトは、空気中や地中の乾湿繰り返しの環境下で吸水膨張し、トンネルや切土法面などの土木構造物に重大な影響を与えることが知られている。このような事象は、施工中や供用後に顕在化するケースが多く、調査・設計段階で把握しにくいのが実情である。本研究では、スメクタイトが含まれる岩石の記載的特徴や物理的性状等の把握を目的とする。また、調査・試験結果と既往の研究事例を比較検証し、構造物に影響する可能性のある地質条件を検討することで、地質リスクの低減に寄与することを期待するものである。


４．研究の具体的方法

記載例）岩石試料を採取して肉眼鑑定および各種岩石試験（一軸圧縮試験、X線回折分析）を実施する。これらの結果をもとに記載的特徴と岩石強度、スメクタイト含有量との関係等について整理を行う。岩石としては、●●県に分布する新生代新第三紀の変質安山岩を対象とする予定である。









５．これまでの論文・学会発表リスト（主要なもの）
著者名，発表年（西暦），論文名，学協会誌名，巻（号），最初と最後の頁
記載例
地質太郎（2023）「〇〇の応用地質学的研究」応用地質学会九州支部会報 No.40, p.6-8.
地質太郎 (2022)　「〇〇災害とその要因」令和4年度研究発表会講演論文集, 応用地質
学会九州支部, p.10-14.




（足りない場合は，ページ追加可）

助成金使用内訳書

	申請者氏名：応用 太郎

	研究課題名：●●に関する基礎的研究

	費目
	事 項
	金 額
	小 計

	

旅	費

	　旅費交通費
	20,000円
	





20,000円

	
	　
	円
	

	
	　
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	


消耗品費
	
	円
	





円

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	


その他
	　岩石試験費
	180,000円
	





180,000円

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	
	
	円
	

	合	計
	200,000円


※留意事項
・経費の内訳は，研究の内容と結びつくように概算金額を明記してください

様式2


年
月
日
推 薦 書
申請者氏名：
所属機関名：
研究課題名：	
貴会の研究助成へ上記の者を推薦いたします．
（所属機関名・役職）
（推薦者）
㊞
＜推薦理由＞



※推薦者は，申請者を直接指導する方とします．

